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1 マルチメディア機能 


お使いのコンピューターには、音楽や動画を再生したり、画像を表示したりできるマルチメディア機 
能が含まれています。お巧いのコンピューターには、な下のようなマルチメディアコンポーネントが 
含まれている場合があります。 


• オーディオディスクおよびビデオディスクを再生するオプティカルドライブ 

• 音楽を巧生する内蔵スピーカー 

• 独自のオーディオを録音する内蔵マイク 

• 動画を撮影したり共有したりできる内蔵 Web カメラ 

• 音楽、動画および画像の再生と管理を行うことができるプリインストール済みのマルチメディ 
アソフトウェア 

• マルチメディアに関する操作をすばやく行うことのできるホットキー 

腎 を記:_ お使いのコンピューターによっては、一覧に記載されていても、一部のコンポーネントが含 

まれていない場合があります。 


ここでは、お使いのコンピューターに含まれているマルチメディアコンポーネントを確認する方ま、 
およびマルチメディアコンポーネントを使用するちまについて説明します。 
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マルチメディアコンポーネントの各部 

な下の図と表で、コンピューターのマルチメディア機能について説明します。 


載を 記； おほいのコンピューターの外観は、図と多少異なる場合があります。また、な下の図は英語 
版のキー配列です。日本語版のキー配列とは若干異なります。 


(D 
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名称 


説明 

(1) 

Web カメラ 

サウンドを録音したり、動画を録画したり、静止画像を撮影した 
りします 

(2) 

巧蔵マイク 

サウンドを録音します 

(3) 

スピーカー ( X 2) 

サウンドを出力します 

(4) 

オーディオ出力（ヘッドフホン）コネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカー、ヘッドフォン、イヤフォ 
ン、ヘッドセット、またはテレビオーディオを接続したときに、 
サウンドを出力します 



を記： ヘッドフォンコネクタにデバイスを接続すると、コン 
ピューター本体のスピーカーは無効になります 

(5) 

オーディオ入力（マイク）コネクタ 

別売のコンピューター用ヘッドセットのマイク、ステレオアレ 
イマイク、またはモノラルマイクを接続します 
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音量の調整 


音量の調整には、な下のどれかを使巧します。 

• コンピユーターの音量ホットキー: fn キ ー(1) と、 f 9 (2)、 f 11 (3)、 f 12 (4) のどれかのファ 
ンクシヨンキーとの組み合わせです。 

。 音を消したり音量を元に戾したりするには、 fn+f9 を押します。 

。 音量を下げるには、 fn+f11 を繰り返し押します。 

。 音量を上げるには、 わ +f12 を繰り返し押します。 





か 


• オペレーテイングシステムのボリユームコントロ ール： 

a . タスクバーのち端にある通知領域の [ Volume ] (音量）アイコンをクリックします。 

b . 音量を調節するには、スライダーを上下に移動します。 [ M 山 e ] (ミユート）チてックボッ 
クスにチ X ックを入れると、音が出な〈なります。 

または 

a . 通知領域の [ Volume ] (音量）アイコンをちクリックして 、 [Open Volume Control ] (ボ 
リユームコントロールを開く）をクリックします。 

b . [Master] (マスター)列でスライダーを上下に動かして、ボリユームを上げたり下げたりで 
きます。 [ M 山 e ] (ミュート）アイコンをクリックして音を消'すこともできます。バランスの 
調整やミュートを行うこともできます。 
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2 マルチメディアソフトウエア 


お使いのコンピューターには、音楽や動画を再生したり、画像を表示したりできるマルチメディアソ 
フトウェアがプリインストールされています。ここでは、プリインストールされているマルチメディ 
アソフトウエアの詳細およびディスクからのインストール方まについて説明します。 
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プリインストールされているマルチメディアソフトウエアへ 
のアクセス 

プリインストールされているマルチメディアソフトウエアにアクセスするには、な下の操作を行いま 
す。 

▲ [ Computer ] (コンピユータ）一 [More Applications ] (アプリケーシヨン）の順に選択し、使用 
するマルチメディアプログラムを起動します。 
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ディスクからのマルチメディアソフトウェアのインストール 

CD または DVD からマルチメディアソフトウェアをインストールするには、な下の操作を行います。 

1. ディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

2. インストールウィザードが開いたら、画面上のインストール手順に沿って操作します。 

3. コン ピューターの再起動をホめるメッセージが表示されたら、 コン ピューターを再起動します。 

載を 記. コンピューターに付属しているソフトウェアの使用について詳しくは、ソフトウェアの製造 
元の説明書を参照して〈ださい。これらの説明書は、ソフトウてアに含まれているか、ディスクに収 
録されているか、またはソフトウ I アの製造元の Web サイトから入手できます。 
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3 オーディナ 


お使いのコンピューターでは、な下のさまざまなオーディオ機能を使用できます。 

• コン ピューターのスピーカーおよび接結した外付けスピーカーを使用した、音楽の再生 
• 内蔵マイクまたは接続された外付けマイクを使巧した、サウンドの録音 
• インターネットからの音楽のダウンロード 

• 才ーディオと画像を使巧したマルチメディアプレゼン テーシヨ ンの作成 
• インスタントメ ッセー ジプログラムを使用したサウンドと画像の送信 

• ラジオ番組のストリーミング（一部のモデルのみ）または FM ラジオ信号の受信 

• オーディオ CD の作成（書き込み）（一部のモデルのみ） 
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外付けオーディオデバイスの接続 


A 警告！ 突然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量の調節を行ってからへッドフォン、 
イヤフォン、またはヘッドセットを使巧してください。ま全に関する情報について詳しくは、『規 
を、安全、および環境に関するごま意 J 1 を参照してください。 


外付けスピーカー、ヘッドフナン、マイクなどの外付けデバイスの接結方まについては、デバイスの 
製造元から提供される情報を参照してください。デバイスを良好な状態で使用できるよう、 W 下の点 
にを意してください。 

• デバイスケーブルがお使いのコンピューターの適切なコネクタにしっかりと接続されているこ 
とを確認します（通常、ケーブルコネクタは、コンピューターの対応するコネクタに合わせて 
色分けされています）。 

• 外付けデバイスに必要なドライバーがある場合は、そのドライバーをインストールします。 


m を記： ドライバーは、デバイスとデバイスが巧巧するプログラム間のコンパ'-夕一として機能 
する、必須のプログラムです。 
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オーディオ機能の確認 

お使いのコンピューターのシステムサウンドを確認するには、な下の操作を行います。 

1. [Computer] ( コンピュータ）一 [Control Center] ( コントロールセンター）一 [System ] (シス 
テム）一 [Sound] (サウンド）の順に選択します。 

2. [Sound] (サウンド）をクリックします。 

3. [ Sound ] (サウンド）ウィンドウが開いたら、 [Sounds] (サウンド）タブをクリックします。 

4. [ Sounds ] (サウンド）タブから [Device] (デバイス）タブを選巧します。 

5. [Sound Even 词（サウンドイベント）で、対応するサウンドイベントの [Test] (テスト）ボタン 
をクリックして、システムサウンドをテストします。 

コンピューターの録音機能を確認するには、な下の操作を行います。 

1. [Computer ] (コン ピュータ） 一 [More Applications] ( アプリケーシヨン）一 [Sound Recorder] 

(サウンドレコーダー)の順に選巧します。 

2. [Record] (録音）をクリックし、マイクに向かって話します。デスクトップにファイルを保巧し 
ます。 

3. サウンドを再生するには、 [Computer ] (コン ピュータ） 一 [MoreApplications] (アプリケーシヨ 
ン）の順に選択します。 

4. [Helix Banshee ] などの才ーディオプレーヤを起動して、サウンドを巧生します。 

歐 を晶1 — 良好な録音結まを得るため、直接マイクに向かって話し、雑音がないように設定して録音し 

ます。 

▲ コンピューターのナーディオ設定を確認または変更するには、タスクバー上の [Sound] (サウン 
ド）アイコンをちクリックします。 
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4 動画 


お使いのコンピューターでは、な下のさまざまな動画機能を使用できます。 
• 動画の再生 

• インターネットを介したゲーム 

• プレゼン テーシヨ ンの作成のための画像や動画の編集 
• 外付けビデオデバイスの接続 
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外付けモニターまたはプロジェクターの接続 

外付けモニターコネクタによって、外付けモニターまたはプロジェクターなどの外付けディスプレ 
イデバイスをお使いのコンピューターに接続できます。 

▲ ディスプレイデバイスを接続するには、デバイスのケーブルを外付けモニターコネクタに接結 
します。 


011 



を を記： 正しく接続された外付けディスプレイデバイスに画像が表示されない場合は、 fn +f4 を押 
して画像をデバイスに転送します。 fn+f4 を繰り返し押すと、表示画面がコンピューター本体のディ 
スプレイと外付けディスプレイデバイスとの間で切り替わります。 
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HDMI コネクタの使用 

-部のモデルのコンピューターには、 HDMI (High Definition Multimedia Interface) コネクタが搭載さ 
れています。 HDMI コネクタは、 HD 対応テレビ、対応しているデジタルまたは才ーデイオコンポー 
ネントなどの別売のビデオまたは才ーデイオデバイスとコンピューターを接続するためのコネクタで 
す。 


コンピューターは、 HDMI コネクタに接続されている1つの HDMI デバイスをサポートすると同時 
に、コンピューター本体のディスプレイまたはサポートされている他の外付けディスプレイの画面を 
サポートできます。 


W を記. HDMI コネクタを使用してビデオ信号を伝送するには、一般の電化製品販売店で入手可能な 
別売の HDMI ケーブルが必要です。 


HDMI コネクタにビデナまたは才ーディオデバイスを接続するには、な下の操作を行います。 

1. HDMI ケーブルの一方の端をコンピューターの HDMI コネクタに接続します。 



2. ビデオデバイスの製造元の説明書等に従って、ケーブルのもう一方の端をビデオデバイスに接 
続します。 

3. コンピューターに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えるには、 fn+f4 を 
押します。 
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5 オプティカルドライブ 


取り付けられているオプティカルドライブの確認 

▲ [Computer] (コン ピュータ）を選巧して、 [S ね山 s] (ステータス）の下を確認します。 

お使いの コン ピューターにインストールされているオプティカルドライブを含むすべてのデバイスの 
一覧が表示されます。な下のどれかの種類のドライブが含まれている可能性があります。 

• DVD-ROM ドライブ 

• Ugh に cribe スーパーマルチ DVD±RW ドライブロ層記録 (DL) 対応） 

• Ugh に cribe スーパーマルチ DVD±RW 対応ブルーレイ ROM ドライブロ層記録 (DL) 対応） 

m を記:~ コンピューターによっては、上記の一部のドライブがサポートされていない場合がありま 

す。 
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ナプティカルディスクの使用 

DVD-ROM などのオプティカルドライブは、オプティカルディスク （CD および DVD) に対応して 
います。これらのディスクには、音楽、写真、および動画などの情報を保存します。 DVD の方が、 
CD より大きい容量を扱うことができます。 

オプティカルドライブでは、標準的な CD や DVD ディスクの読み取りができます。お使いのオプティ 
カルドライブがブルーレイディスク ROM ドライブであれば、ブルーレイディスクの読み取りもで 
きます。 


敷 を記： 一覧には、お使いの コン ピューターでサポートされていないドライブが含まれている場合も 
あります。また、サポートされているオプティカルドライブすべてが一覧に記載されているわけでは 
ありません。 


な下の表に示すように、一部のオプティカルドライブでは、オプティカルディスクへの書き込みも 
できます。 


オプティカルドライブの種類 


CD-RW へのち き込 DVD±RVWR へのき DVD±RWDL への LightScribe CD ま 
み き込み ちき込み たは DVD±RW/R 

への ラベルの害き込 
み 


Ugh に cribe スーパーマルチ DVD 可 可 可 可 

± RW ドライブ （2 層記録 
CDL ) 対応）*十 


Ugh に cribe スーパーマルチ DVD 可 可 可 可 

± RW 対応ブルーレイ ROM ドラ 
イブ （2 層記録 ( DL ) 対応）*十 


つ層記録ディスクには、1層まのディスクよりも多くのデータを保存できます。ただし、このドライブで作成された2層記 
録ディスクは、多くの1層まの DVD ドライブおよびプレーヤに対応していない場合があります。 

十 Ugh に cribe ディスクは別途購入する必要があります。 Ugh に cribe は白黒写真のようなグレースケールの画像を作成しま 
す。 


A を意： 才ーディオまたはビデオの劣化や、データまたは巧生機能の損失を防ぐため、 CD、DVD、 
BD の読み取り、 CD または DVD への書き込みをしているときにサスペンドまたはハイバネーシヨン 
を開始しないでください。 
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音楽の再生 

1. コン ピューターの電源を入れます。 

2. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押して、ディスクトレイが少し押し 
出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸の上に置きます。 

m を晶 n — ディスクトレイが完全に開かない場合は、ディスクをを意深く傾けて回転軸の上に置 

いてください。 

5. 確実に収まるまで、ディスクをゆっくり押し下げます（3)。 



ゆ 


6. ディスクトレイを閉じます。 

7. [Computer ] (コンピユータ）一 [More Applications] (アプリケーシヨン）の順に選巧します。 

8. [Helix Banshee] などの才ーディオプレーヤを起動して、ディスクを巧生します。 


寶を 記： ディスクの巧入後、プレーヤの起動まで少し時間がかかりますが、これは通常の動作です。 
ディスクの再生中にサス ペン ドまたは ハイ バ ネーシ ヨンを開始した場合、な下のことが発生します。 

• 巧生が中断する場合があります。 

• 続行するかどうかを確認する警告メ ッ セージが表示される場合があります。このメ ッ セージが表 
示されたら、 [No] (いいえ）をクリックします。 

• CD または DVD を再起動し、才ーディオまたは動画の再生を巧開しなければならない場合があ 
ります。 
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動画の再生 

オプティカルドライブを使巧して、ディスクの動画を鑑賞できます。別売のブルーレイディスク ROM 
ドライブがコンピューターに搭載されている場合は、 HD 対応動画の鑑賞もできます。 

1. コン ピューターの電源を入れます。 

2. オプティカルドライブのフロントパネルにあるリリースボタンけ）を押して、ディスクトレ 
イが少し巧し出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸の上に置きます。 


腎を 記： ディスクトレイが完全に開かない場合は、ディスクを注意深く傾けて回転軸の上に置 
いてください。 


5. 確実に収まるまでディスクをゆっくり押し下げます（3)。 



ゆ 


6. ディスクトレイを閉じます。 


鞍を 記： ディスクの挿入後、プレーヤの起動まで少し時間がかかりますが、これは通常の動作で 
す。 


7. [Computer] (コンピユータ）一 [MoreApplications] (アプリケーシヨン）一 [LinDVD] の順に選 

択して、動画を巧生します。 
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著作権に関する警告 

コンピュータープログラム、映画や映像、放送内容、録音内容などの著作権によって保護されたもの 
を許可なしにコピーすることは、著作権まに違反する行為です。コンピューターをそのような目的に 
使用しないでください。 


A を意： データの損失やディスクの損傷を防ぐために、な下のガイドラインを参照して〈ださい。 

ディスクに書き込む前に、コンピューターを安定した外部電源に接続してください。コンピューター 
カシ 《ッテリ電源で動作しているときは、ディスクに書き込まないで〈ださい。 

ディスクに書き込む前に、使用しているディスクソフトウェアな外は、開いているすべてのプログラ 
ムを閉じてください。 


コピー元のディスクからコピーホのディスクへ、またはネットワークドライブからコピー先のディス 
クへ直接コピーしないでください。 

ディスクへの書き込み中にキーボードを使巧したり、コンピューターを移動したりしないでくださ 
し、書き込み処理は振動の影響を受けやすい動作です。 

腎を 記： コンピューターに付属しているソフトウェアの使巧について詳しくは、ソフトウェアの製造 
元の説明書を参照してください。これらの説明書はソフトウてアに含まれていたり、ディスクに収録 
されていたり、または製造元の Web サイトで提供されていたりする場合があります。 


著作権に関する警告17 




CD または DVD のコピーまたは作成 

1. [ Computer ] (コン ピュータ） 一 [More Applications ] (アプリケーシヨン）の順に選択して、 
[Brasero] にアクセスします。 

2. 左側のパネルで、 [ Disccopy ] (ディスクのコピ ー) をクリックします。 

3. コピーするディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

4. 画面の説明に沿って操作し、 CD または DVD をコピーまたは作成します。 
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CD 、 DVD 、 または BD の取り出し 

1. ドライブのフロントパネルじあるリリースボタン （1) を押してディスクトレイを開き、トレ 
イをゆっくりと完全に引き出します（2)。 

2. 回転軸をそっと巧しながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


歐を 記； トレイが完全に開かない場合は、注意深くディスクを傾けて取り出してくださし、。 



み 


3. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 


CD 、 DVD 、 または BD の取り出し 19 






オプティカルディスクトレイが開かず、 CD 、 DVD 、 または 
BD を取り出せない場合 

1. ドライブのフロントパネルにある手動での取り出し巧の巧にクリップ （1) の端を差し込みま 
す。 

2. クリップをゆっくり押し込み、ディスクトレイが開いたら、トレイを完全に引き出します（2)。 

3. 回転軸をそっと巧しながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
口）。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


m を記： トレイが完全に開かない場合は、ディスクを;'主意深く傾けて取り出してくださし、。 
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6 Web カメラ 


お使いのコンピューターには、ディスプレイの上部に Web カメラが内蔵されています。プリインス 
卜ールされているソフトウェアを使用すると、 Web カメラによる写真の撮影、動画の録画、または 
オーディオの録音ができます。写真、録画した動画、または録音したオーディナをプレビューして、 
コンピューターのハードドライブに保巧できます。 


鞍 を記： 内蔵 Web カメラ巧に設計された [Cheese] がインストールされています。 [Cheese] にアクセ 
スするには、 [Computer] (コン ピユータ） 一 [More Applications] (アプリケーシヨン）の順にクリツ 
クします。 

を記： 内蔵 Web カメラを使用するために設計されているソフトウェアの使用方まについては、そ 
れぞれのソフトウエアのヘルプを参照してください。 
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